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多賀城跡第 87 次調査の成果

宮城県多 賀 城 跡 調 査 研 究 所

　【調査要項】
　 所 在 地 ： 宮 城 県 多 賀 城 市 市 川 字 田 屋 場 地 内

　 調 査 指 導 ： 多 賀 城 跡 調 査 研 究 委 員 会

　 調 査 主 体 ： 宮 城 県 教 育 委 員 会

　 調 査 担 当 ： 宮 城 県 多 賀 城 跡 調 査 研 究 所

　 調 査 協 力 ： 多 賀 城 市 教 育 委 員 会

　 調 査 期 間 ： 平 成 26 年 ５ 月 19 日 ～ 12 月 25 日

　 調 査 面 積 ： 約 740㎡

１．はじめに
　 第 87 次 調 査 は 外

がいかくなんもんあと

郭 南 門 跡 （以 下、 南 門 跡 と 標 記） の あ る 小 丘 陵 を 対 象 と し て 田
た

屋
や

場
ば

地 区 の 調 査 を 実 施 し ま し た。 南 門 跡 は 外 郭 南 辺 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る 多 賀 城 の 正 門

で、 政
せいちょう

庁 南 門 跡 の 約 310 ｍ 南 に 位 置 し て い ま す。 南 門 部 分 に つ い て は こ れ ま で 複 数 次

の 調 査 を 実 施 し て お り、 第 Ⅰ ～ Ⅳ 期 ま で の 変 遷 を み て い ま す。 今 回 の 調 査 は、 多 賀 城

市 が 計 画 し て い る 多 賀 城 南 門 の 建 物 復 元 に 向 け た も の で、 南 門 部 分 を 中 心 に 復 元 の 対

象 と な る 第 Ⅱ 期 （762 ～ 780 年） 南 門 の 規 模 や 構 造 を 再 確 認 す る こ と、 近 年 の 調 査 で

発 見 し た 約 120 ｍ 北 側 に あ る 第 Ⅰ 期 の 掘
ほったてしきはっきゃくもん

立 式 八 脚 門 （SB2776） と 大 規 模 な 区 画 施 設 の

存 在 を 踏 ま え て、 こ の 場 所 に お け る 第 Ⅰ 期 （724 ～ 762 年） の 南 門 と 区 画 施 設 の 有 無

を 検 討 す る こ と を 目 的 と し て い ま す。

２．調査成果
　 今 回 の 発 掘 調 査 の 結 果、 判 明 し た 新 た な 成 果 と し て 次 の ２ 点 が 挙 げ ら れ ま す。

（１） 第Ⅱ期南門跡の推定規模が拡大
　 第 Ⅱ 期 の 南 門 跡 （SB201 Ａ） に つ い て は、 東 側 の SF202 築

つ い じ べ い あ と

地 塀 跡 の 延 長 上 に 礎
そ せ き

石 を

据
す

え た 穴 （据
すえあな

穴 Ａ １ ： 長 軸 2.0 ｍ、 短 軸 1.3 ｍ の 楕 円 形） が 1 箇 所 確 認 さ れ て い る の

み で す。 こ れ ま で は、 そ の 基 礎 工 事 で あ る SX205 掘
ほりこみちぎょう

込 地 業 （東 西 約 14.1 ｍ、 南 北 10.4

ｍ 以 上） と の 位 置 関 係 か ら 東 西 が 9.0 ｍ 前 後 （桁
けたゆき

行 ３ 間） の 礎 石 式 八 脚 門 と み て い ま

し た が、 今 回 の 調 査 で こ の 西 側 に 接 す る SX1551 掘 込 地 業 も 第 Ⅱ 期 に 行 わ れ て い る こ

と が 明 ら か に な り ま し た。

　SX1551 は、 こ れ ま で 第 Ⅲ 期 の 南 門 跡 （SB201 Ｂ ） を 第 Ⅱ 期 南 門 よ り 約 1.0 ｍ 西 に 寄

せ て 構 築 す る た め に、SX205 を 利 用 し な が ら そ の 西 側 に 掘 込 地 業 を 拡 張 し た も の と 考
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え て い ま し た。 し か し、 伊
これ は り の き み あ ざ ま ろ

治 公 呰 麻 呂 の 乱 に よ っ て 火 災 に 遭 っ た 後 に 片 付 け を し た と

み ら れ る SK1547 土
ど こ う

壙 よ り も 古 く、 し か も 埋 土 に は 焼 土 が 含 ま れ な い こ と か ら、 第 Ⅲ

期 で は な く 第 Ⅱ 期 終 末 以 前 に 行 わ れ た も の で あ る こ と が 判 明 し た。

　 そ の 結 果、 火 災 に 遭 っ た 第 Ⅱ 期 南 門 の 基 礎 工 事 の 範 囲 が 従 来 考 え て い た よ り も 広

く、SX205 と SX1551 を 合 わ せ た 東 西 約 15.8 ｍ、 南 北 推 定 11.6 ｍ と な り ま す。 こ れ に 合

わ せ て、南 門 の 規 模 も 東 西 が 約 10.5 ｍ （桁 行 ３ 間 で 中
ちゅうおうま

央 間 約 3.9 ｍ、両 脇
わ き ま

間 約 3.3 ｍ）、

南 北 が 約 6.6 ｍ （梁
はりゆき

行 ２ 間 で 柱 間 約 3.3 ｍ 等 間） と 大 き く な る と 推 定 し て い ま す。 多

賀 城 内 主 要 建 物 の 第 Ⅱ 期 の 規 模 は、 第 Ⅰ 期 と 同 等 か、 や や 大 き く な る 傾 向 が あ り、 特

に 外 郭 の 門 で は 同 規 模 と な っ て い る こ と か ら 第 Ⅰ 期 の SB2776 掘 立 式 八 脚 門 の 規 模 を

基 に 桁 行 脇 間、 梁 行 柱 間 を 設 定 し ま し た。 こ の 規 模 は、 城 内 で 見 つ か っ て い る 門 の 中

で は 最 大 級 と な り ま す。

　 ま た、 掘 込 地 業 の 形 状 を 再 確 認 し た と こ ろ、 少 な く と も SX205・1551 の 東 ・ 西 辺 は

発 掘 基 準 線 （政 庁 中
ちゅうじくせん

軸 線） の 方 向 と ほ ぼ 一 致 し て い る こ と が わ か り ま し た。 こ れ に よ

り、 南 門 の 方 向 も 発 掘 基 準 線 と ほ ぼ 一 致 し、 南 北 大
お お じ

路 に 正 対 し て い た と 考 え ら れ ま す

が、 門 の 中 軸 線 は 政 庁 中 軸 線 か ら 西 へ 約 0.7 ｍ ず れ る こ と に な り ま す。

　 第 Ⅱ 期 に は、 南 門 前 面 の 東 側 が 門 側 を 高 く 残 し て 削 り 出 さ れ て い る こ と も 確 認 し て

お り、 西 側 は 削 平 さ れ て い ま す が、 門 の 中 軸 線 で そ の 範 囲 を 折 り 返 す と 東 西 約 30 ｍ

と な り ま す。 こ の 時 期 の 南 辺 築 地 塀（SF202 ａ）は 基 底 幅 約 2.6 ｍ、高 さ 0.5 ｍ 程 で 残 っ

て お り、 屋 根 は 瓦
かわらぶ

葺 き で、 礎
そ せ き だ

石 建 ち の 寄
よせばしら

柱 （須
すばしら

柱） が 付 く と 考 え ら れ ま す。 基
き て い は ば

底 幅 が

こ れ だ け 大 き い 築 地 塀 は 全 国 的 に み て も 例 が 少 な く、 城
じょうさく

柵 で も あ る 多 賀 城 の 特 徴 の 一

つ と 言 え ま す。 焼 土 や 焼 け た 瓦 の 出 土 を 確 認 で き る 場 所 は 門 周 辺 の み で、 火 災 で 焼 失

し た の は 門 周 辺 に 限 ら れ る 可 能 性 が あ り ま す。

（２） 本調査区に第Ⅰ期にあたる掘立式の南門跡は存在しないことを確認
　 本 調 査 区 で 実 施 し た 過 去 の 調 査 で は、 第 Ⅰ 期 の 南 門 跡 は 検 出 さ れ て い ま せ ん。 し か

し、 当 時 は 120 ｍ 北 側 に 位 置 す る 第 Ⅰ 期 の 掘 立 式 八 脚 門 跡 （SB2776） が 未 発 見 で あ っ

た こ と、 第 Ⅱ 期 南 門 （SB201 Ａ） に 伴 う SF202 ａ 築 地 塀 跡 の 寄 柱 礎 石 よ り も 古 い と み

られた寄柱穴（柱穴１～９）が存在することから、その有無を明確にできませんでした。

　 改 め て 精 査 を 行 っ た 結 果、 本 調 査 区 内 に は SB201 Ａ よ り 古 い 掘 立 式 の 南 門 跡 は 存 在

し な い こ と を 確 認 し ま し た。 柱 穴 １ ～ ９ に つ い て は、SF202 ａ 構 築 時 の 堰
せきいた

板 を 外 側 か

ら 押 さ え た の 添
そえばしらあな

柱 穴 と な る 可 能 性 が あ る こ と も わ か り ま し た。

　 結 果 と し て、SB201 Ａ 南 門 跡 と SF202 ａ 築 地 塀 跡 よ り 古 い 区 画 施 設 は こ の 場 所 に 存

在 し な い 可 能 性 が 高 ま り、 少 な く と も 第 Ⅰ 期 に あ た る 掘 立 式 の 南 門 は 存 在 し な い こ と

が 判 明 し ま し た。 多 賀 城 の 南 門 お よ び 外 郭 南 辺 は、 創 建 当 初 の 第 Ⅰ 期 に は 約 120 ｍ 北

側 に あ り、 そ の 後、 本 地 区 に 移 転 し た と 考 え ら れ ま す。



－ 3－

３．まとめ

　 今 回 の 調 査 に よ っ て、 第 Ⅱ 期 南 門 跡 （SB201 Ａ） の 推 定 規 模 が こ れ ま で の 見 解 よ り

も 大 き く な り、方 向 も 政 庁 中 軸 線 と ほ ぼ 一 致 す る こ と が 判 明 し ま し た。 こ の 時 期 に は、

南 辺 築 地 塀 に 礎 石 建 ち の 寄 柱 が 付 く こ と や、 門 前 面 の 東 西 を 削 り 出 す こ と で 南 門 の 威

容 を よ り 強 調 し て い た 可 能 性 が あ る こ と も わ か り ま し た。

　 ま た、 本 調 査 区 に は SB201 Ａ よ り 古 い 掘 立 式 の 南 門 跡 は 存 在 し な い こ と が 明 確 と な

り ま し た。 南 門 お よ び 外 郭 南 辺 は、 創
そうけん

建 当 初 の 第 Ⅰ 期 に は 約 120 ｍ 北 側 に あ り、 そ の

後、 こ の 場 所 へ 移 さ れ た と 考 え ら れ ま す。
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6

SB201A
（第Ⅱ期南門）

SB201B
（第Ⅲ期南門）

南から

東から

SF205

SB201

SX205

SX1551

SF1556

政庁

南門

政庁ｰ南門間道路

SX205

写真③　第 87次調査（田屋場地区）全景

写真④　SB201 門跡、SX205・1551 掘込地業

写真⑤　SF202・1556 築地塀跡
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特別史跡多賀城跡
（陸奥国府）

南北大路

H26 年度の調査区

北 2道路

西 5道路
北 2ａ道路

南北大路

(SD180)

(SD2561・SD461)

(SD2050B)

J

N M L

D

F
G

仙
塩
道
路

A~C
(調査済)

H26年度の調査区

[調査区の位置]

H24年度調査：D・F・G・L区
H25年度調査：L・M・J・N区
H26年度調査：J区

図１　多賀城城外方格地割北側の様子と調査区の位置

写真 1　多賀城城外方格地割北側の様子と調査区の位置
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H26 年度調査区

SD6517
区画溝跡

SD2208
区画溝跡

SD7881・7845・7844
区画溝跡 SA2547・7784

材木塀跡

7 世紀前半の八幡地区
( 古墳時代後期の拠点的集落 )

H26 年度調査区

SD11164
大溝跡

SA11170塀
跡

H26 年度調査区

5世紀前半の八幡地区
( 古墳時代中期の豪族居館 )

４世紀後半の八幡地区
( 古墳時代前期の水田跡 )

H24 年度調査で検出した塀と大溝

H26 年度調査で検出した水田跡

H24 年度調査で検出した貝塚

古墳時代前期 (4 世紀後半 )

古墳時代中期 (５世紀前半 )

古墳時代後期 (7 世紀前半 )
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H26 年度調査区

H26 年度調査区

H26 年度調査区

(SD6557・SA6611)

(SA6620・SA6707)

(SD180・SA5226)

(SD12613)

(SB5151)

(SD2561・SD461・SA2564)

(SA12162・SA12164)

８世紀前半～後半の八幡地区

9世紀～ 10 世紀の八幡地区

( 方格地割形成以前 )

( 方格地割形成以後 )

中世の八幡地区
( 方格地割廃絶後の屋敷跡 )

H26 年度調査で検出した北 3道路と宅地域

H26 年度調査で検出した中世の区画溝

H25 年度調査で検出した SD180 区画溝

奈良時代 (8 世紀 )

平安時代 (9~10 世紀 )

南北朝・室町時代 (13・15 ～ 16 世紀 )


